





































































































































合計 1 年生 2 年生 3 年生
男子 60人 19人 15人 26人
女子 112人 28人 37人 47人
























あり 3.5% 1.2% 0.6% 5.2%
どちらとも
いえない
7.6% 20.9% 5.8% 34.3%
なし 2.3% 11.0% 47.1% 60.5%


















1 　社会に貢献をしている 4.14 4.13 3.96 *
2 　社会的な地位が高い 3.91 3.92 3.08 **
3 　世間の人から尊敬されている 3.99 3.90 3.15 **
4 　自分の好きなことをしている 4.28 3.72 ** 3.15 **
5 　忙しい 4.44 4.26 ** 4.12 **
6 　リーダーシップのある 4.48 4.27 ** 3.03 **
7 　お金持ちである 3.88 3.87 2.89 **
8 　楽しく働いている 4.03 3.55 ** 3.14 **
9 　かっこいい 3.93 3.69 ** 3.24 **
10　苦労が多い 4.42 4.19 ** 4.10 **
11　夢を叶えている 4.47 3.68 ** 3.05 **
12　経済的に不安定だ 3.28 3.01 * 3.18
13　自分の能力に自信を持っている 4.17 3.73 ** 3.12 **
14　自分が何が得意かをわかっている 4.30 3.85 ** 3.39 **
15　自分の得意なことを活かしている 4.45 3.96 ** 3.34 **
16　自分の考えを相手に伝える能力が高い 4.27 4.03 ** 3.36 **
17　相手の考えを理解する能力が高い 4.08 3.99 3.52 **
18　自立している 4.48 4.01 ** 3.58 **
19　一緒に働く仲間のよさを活かしている 4.03 3.90 3.82












れどのように異なっているのかをみていく．「 1 . 社会に貢献をしている」，




いうわけではなく，経営者全般に対する評価といえる．一方で，「 4 . 自分の
好きなことをしている」，「 5 . 忙しい」，「 6 . リーダーシップのある」，「 8 .
楽しく働いている」，「 9 . かっこいい」，「10. 苦労が多い」，「11. 夢を叶えて
表 4　回答者の社会人に対する働き方別イメージ
項目 ベンチャー企業 既存企業 p2）
21　社会に活力をもたらしている 4.26 3.83 **
22　世の中に新しい価値を提供している 4.29 3.57 **
23　悪いことをしている 2.59 2.53
24　便利なモノやサービスを提供している 3.95 3.87
25　安定している 3.11 3.72 **
26　成長している 3.86 3.48 **
27　たくさんのお金を稼いでいる 3.53 3.55


















かを尋ねた．その結果は表 5のとおりである．この結果によると，「 1 . 自分
の得意なことがわかっている」は2.49であるのに対し，「 2 . 自分の苦手なこ
とがわかっている」は3.24となっている．高校生は，自らの得手より不得手
をより強く認識している．また，自らのコミュニケーション能力については
「 3 . 自分の意見を相手にきちんと伝えることができる」が2.30，「 4 . 相手の
意見をきちんと理解することができる」が2.76であり，とくに考えの伝達力




「 1 . 自分の得意なことがわかっている」，「 2 . 自分の苦手なことがわかって
いる」，「 3 . 自分の意見を相手にきちんと伝えることができる」，「 4 . 相手の
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1 　私は自分の得意なことがわかっている 2.49 2.89 2.34




4 　私は相手の意見をきちんと理解することができる 2.76 3.33 2.67
5 　私にはリーダーシップがある 1.99 2.78 1.77
6 　自分のことは家族に頼らずに自分でできる 2.55 3.00 2.45
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